
 

※ ホームページ等で公表します。（様式１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 個 人 － 報 告  

立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）  

個人研究費  

２０１０年度研究成果報告書  

 

 

研究代表者 

所属･職名 氏 名 

 

 現 代 心 理 学 部 ・ 教 授  

 

 

小 口  孝 司    印

  

 

研究課題  

 

否 定 的 な 自 伝 的 記 憶 の 想 起 と 精 神 的 健 康 を 調 整 す る 自 己 開 示 の 効 果    

 

研究期間  

 

2010  年  度  

 

研究経費  

 

500 千  円  
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自 伝 的 記 憶（ autobiographical  memory）と は 、自 分 自 身 に つ い て 事 項 に 関 す る 記 憶 を

い う 。 こ の 自 伝 的 記 憶 は 近 年 心 理 学 の 領 域 に お い て 急 激 に 研 究 が 盛 ん に な っ て き て い る 。

自 伝 的 記 憶 に 関 す る 研 究 で は 、 自 伝 的 記 憶 が ど の よ う な 要 因 に 規 定 さ れ て い る の か を 明 ら

か に し 、 さ ら に 自 伝 的 記 憶 が ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ し て い る の か が 探 求 さ れ て き て い る 。  

し か し な が ら 、自 伝 的 記 憶 を 他 者 に 話 す こ と が 重 要 な テ ー マ で あ る と 認 識 さ れ て い な が ら 、

従 来 の 研 究 で は ほ と ん ど 着 手 さ れ て い な い た め 、 本 研 究 は 自 伝 的 記 憶 を 他 者 に 伝 え る こ と

が ど の よ う な 影 響 を 持 つ の か を 検 討 し た 。 現 在 ま で は 、 自 己 開 示 の 効 果 を 明 ら か に す る 前

段 と し て 、 主 観 的 幸 福 感 と 自 己 注 目 に つ い て 分 析 し た 。  

 

 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔   自伝的記憶  〕〔   自己開示   〕〔   精神的健康  〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

１ ． は じ め に  

過 去 の 出 来 事 の 想 起 の 解 釈 に よ る 違 い が メ ン タ ル ヘ ル ス に 影 響 し て い る と 予 測 し 、

解 釈 レ ベ ル に 影 響 す る も の と し て 「 主 観 的 幸 福 感 」 に 注 目 す る 。ま た 、過 去 の 出 来 事

の 想 起 の 量 に つ い て 、 自 己 注 目 の 程 度 の 個 人 差 が あ る と 予 測 す る 。  

 

２ ． 方 法 ： Web 調 査  

時 期 ： 2010 年 10 月 29 日 ～ 2010 年 11 月 1 日  

対 象 ： 首 都 圏 在 住 の 20 代 、 30 代 、 40 代 、 50 代 の 各 年 代 の 男 女 50 名 ず つ 、  

合 計 400 名  

首 都 圏 在 住 の 20 代 、 30 代 、 40 代 、 50 代 の 各 年 代 の 男 女 50 名 ず つ 、

合 計 400 名 に 調 査 を 行 っ た 。 調 査 対 象 者 の 職 業 は 、 会 社 員 (一 般 )が 最 も 高

く (31.3%)、 次 い で 専 業 主 婦 (15.0%)、 ア ル バ イ ト ・ パ ー ト (11.8%)と な っ

て い た 。専 業 主 婦 (14.3%)、学 生 (5.8％ )、無 職 (6.5%)、そ の 他 (2.0％ )を 除

く と 、 41.9％ が 有 職 者 で あ っ た 。 有 職 者 の 職 種 と し て は 、 設 計 ・ 製 造 が 最

も 多 く (16.7%)、 次 い で 販 売 ・ 営 業 (13.8%)、 一 般 事 務 (12.9%)と な っ て い

た 。  

  内 容 ： 個 人 属 性 ： 性 別 、 年 齢 、 職 業  

     ス ト レ ス ： ス ト レ ス レ ベ ル 、 ラ イ フ イ ベ ン ト 、 生 活 ・ 職 場 満 足 度 、  

ス ト レ ス 変 化 、 睡 眠  

     過 去 の 出 来 事 の 想 起 ： 過 去 の 出 来 事 の 想 起 の 有 無 、 頻 度 、 主 観 的 幸 福 感  

（ 主 観 的 幸 福 感 尺 度 ）、 自 己 注 目 （ 没 入 尺 度 ）  

抑 う つ レ ベ ル ： CES-D 

 

３ ． 結 果  

３ － １ ． 記 述 統 計 量  

  ス ト レ ス に 関 し て は 、 や や 感 じ て い る が 最 も 高 く (36.0%) 、 次 い で 感 じ て い る

(23.5%)、 と て も 感 じ て い る (20.8%)と な っ て い た 。 全 体 で 80.3％ の 人 が ス ト レ ス

を 感 じ て い る と い う 結 果 と な り 、2009 年 の 調 査 時 の 結 果 で あ る 77％ よ り も 上 昇 し

て い た 。  

ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 事 に つ い て の 質 問 に は 、仕 事 の 内 容 ・ 量 ・ 時 間 の 変 化 が 最 も

多 く (34.9%) 、 次 い で 仕 事 上 の 対 人 関 係 ト ラ ブ ル (28.4.1%) 、 仕 事 上 の 責 任 問 題

(16.1%)と な っ て い た 。 こ の ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 と 後 に つ い て は 、 85.8％ の 人 が

自 分 に と っ て 重 要 で あ る と 回 答 し た 。ま た ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 事 に つ い て 、81.3％

の 人 が 鮮 明 に 想 起 す る こ と が で き る と 回 答 し た 。さ ら に 嫌 な こ と や 辛 い こ と が あ っ た

時 、 79.0％ の 人 が 過 去 の 同 じ よ う な 出 来 事 を 想 起 す る と 回 答 し た 。  

ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 事 に つ い て の 質 問 に は 、仕 事 の 内 容 ・ 量 ・ 時 間 の 変 化 が 最

も 多 く (34.9%) 、 次 い で 仕 事 上 の 対 人 関 係 ト ラ ブ ル (28.4.1%) 、 仕 事 上 の 責 任 問 題

(16.1%)と な っ て い た 。 こ の ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 と 後 に つ い て は 、 85.8％ の 人 が

自 分 に と っ て 重 要 で あ る と 回 答 し た 。ま た ス ト レ ス と 感 じ た 出 来 事 に つ い て 、81.3％

の 人 が 鮮 明 に 想 起 す る こ と が で き る と 回 答 し た 。さ ら に 嫌 な こ と や 辛 い こ と が あ っ た

時 、 79.0％ の 人 が 過 去 の 同 じ よ う な 出 来 事 を 想 起 す る と 回 答 し た 。  

 

３ － ２ ． 分 析 使 用 変 数 間 の 相 関 係 数  

  抑 う つ レ ベ ル と の 関 連 に 着 目 す る と 、 主 観 的 ス ト レ ス の 程 度 (r= .43,  p< .001)、 ス

ト レ ス と 感 じ ら れ た 出 来 事 の 鮮 明 さ (r= .29,  p< .001)、 想 起 頻 度 (r=- .36, p< .001)、

過 去 の 出 来 事 の 記 憶 の 鮮 明 さ (r= .29, p< .001)、 過 去 の 出 来 事 と ス ト レ ス と 感 じ る 状

況 の 類 似 (r= .36,  p< .001)、主 観 的 幸 福 感 (r=- .14,  p< .01)、自 己 注 目 (r= .52,  p< .001) 
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で あ り 、 抑 う つ レ ベ ル と 主 観 的 ス ト レ ス 、 ス ト レ ス と 感 じ ら れ た 出 来 事 の 鮮 明 さ 、 過

去 の 出 来 事 の 記 憶 の 鮮 明 さ 、 過 去 の 出 来 事 と ス ト レ ス と 感 じ ら れ る 状 況 の 類 似 、 自 己

注 目 と の 間 に は 正 の 相 関 、 抑 う つ レ ベ ル と 想 起 頻 度 、 主 観 的 幸 福 感 と の 間 に は 負 の 相

関 が あ る こ と が 示 さ れ た 。  

 

３ － ３ ． 抑 う つ レ ベ ル と の 関 連  

 抑 う つ レ ベ ル を 従 属 変 数 、 主 観 的 ス ト レ ス の 程 度 、 ス ト レ ス と 感 じ ら れ た 出 来 事 の 重

要 さ の 程 度 、 ス ト レ ス と 感 じ ら れ た 出 来 事 の 鮮 明 さ 、 想 起 頻 度 、 過 去 の 出 来 事 の 重 要

さ 、 過 去 の 出 来 事 の 記 憶 の 鮮 明 さ 、 過 去 の 出 来 事 と ス ト レ ス を 感 じ る 状 況 の 類 似 、 過

去 の 出 来 事 の 良 悪 、 過 去 の 出 来 事 の 好 悪 、 想 起 に よ る ス ト レ ス 変 化 、 主 観 的 幸 福 感 、

自 己 注 目 を 独 立 変 数 と し た 強 制 投 入 法 に よ る 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

 そ の 結 果 、 主 観 的 ス ト レ ス の 程 度 、 過 去 の 出 来 事 と ス ト レ ス を 感 じ る 状 況 の 類 似 、 過

去 の 出 来 事 の 好 悪 、想 起 に よ る ス ト レ ス 変 化 、自 己 注 目 に つ い て 有 意 な 正 の 影 響 が み

ら れ た 。 ま た 想 起 頻 度 、 主 観 的 幸 福 感 に つ い て は 、 有 意 な 負 の 影 響 が み ら れ た 。 抑 う

つ レ ベ ル に は 自 己 注 目 が 最 も 関 連 が 強 か っ た 。  

つ ぎ に 主 観 的 幸 福 感 尺 度 、没 入 尺 度 を Low, Middle ,  H igh の ３ 群 (33%)に わ け 、主

観 的 幸 福 感 と 自 己 注 目 を 独 立 変 数 、 抑 う つ レ ベ ル を 従 属 変 数 と し た ２ 要 因 の 分 散 分 析

を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 主 観 的 幸 福 感 と 自 己 注 目 に 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た

[F(1,4)=1.28, n .s . ] 。 し か し 主 観 的 幸 福 感 [F(1,4)=4.17, p< .01] 、 自 己 注 目

[F(1,4)=1.28, p< .001]の 主 効 果 が み ら れ た 。  

 

４ ． 考 察  

 

 １ ）ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 が 約 80％ で あ っ た 。ま た そ の 内 容 に つ い て も 仕 事 の 内 容

や 量 、 時 間 の 変 化 と 回 答 し て お り 、 昨 今 社 会 的 背 景 の 影 響 が あ ら わ れ て い る 。 ま

た 対 人 関 係 で の ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 も 多 い 。 対 人 関 係 の ト ラ ブ ル は 多 く は コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 で あ る と 想 定 で き る が 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で の 失 敗 が

negat ive ス キ ー マ と な り 、類 似 し た 状 況 で 同 じ よ う な 失 敗 を 繰 り 返 し 想 起 す る こ

と に よ り 、 メ ン タ ル ヘ ル ス へ の 悪 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 。  

    ま た 記 憶 は だ ん だ ん と 薄 れ て い く も の だ が 、約 80％ の 人 が 鮮 明 に 想 起 で き る と

回 答 し て い た 。 過 去 の 出 来 事 の 重 要 さ と 鮮 明 さ に は 相 関 が あ る こ と か ら 、 そ の 人

に と っ て 重 要 な 出 来 事 の 記 憶 は 繰 り 返 し 想 起 さ れ 、 鮮 明 さ を 保 持 す る と 予 測 で き

る 。  

 

 ２ ） 抑 う つ レ ベ ル に 対 す る 主 観 的 幸 福 感 と 自 己 注 目 と の 関 連 に つ い て は 、 主 観 的 幸 福

感 が 高 く 、自 己 注 目 が 低 い 人 は 抑 う つ レ ベ ル が 低 く 、反 対 に 主 観 的 幸 福 感 が 低 く 、

自 己 注 目 が 高 い 人 は 抑 う つ レ ベ ル も 高 い と 予 測 し て い た が そ の 通 り の 結 果 と な っ

た 。主 観 的 幸 福 感 は 自 身 や 人 生 へ の posi t ive な 感 情 的 評 価 で あ る た め 、 主 観 的 幸

福 感 が 高 い 場 合 は 、 自 己 の 内 面 の negat ive な 部 分 に 注 目 す る 必 要 な な い と 判 断

さ れ る の か も し れ な い 。 自 己 注 目 す る に し て も 、 posi t ive な 側 面 に 注 目 す る の か

も し れ な い 。 posit ive 感 情 の 時 は posi t ive な 部 分 に 注 目 す る 、 つ ま り posit ive

な 記 憶 に ア ク セ ス す る （ 気 分 一 致 効 果 ） と 説 明 で き る か も し れ な い 。  

 

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 、 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間

等 を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  

 



（様式３）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 個 人 － 報 告  

 

研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い 

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

 

 ④ 学会発表 

 

  ・竹田葉留美・落合勉・小口孝司 (2011).（発表予定）「日本語版 Telling About Life Experiences  

Scale の作成」 日本心理学会 

 

・竹田葉留美・小口孝司 (2010). 過去の出来事の想起がメンタルヘルスに及ぼす影響 日本心理学会第 74 回 

大会発表論文集, 378-379. 

 

・宮﨑貴子・竹田葉留美・小口孝司 (2010)  過去の出来事の想起と自己開示がストレス変化に及ぼす効果  

日本社会心理学会第 51 回大会発表論文集, 378-379. 

 

 

 

 

 

 


